
 

 

 

 

 

 

「地域にまなぶ」 第１学年 
２月 28日（水）総合学習のテーマ「ともに生きる」を受け

て、職業人として多方面で活躍されている地域の方から、携わ

っている仕事の魅力や心掛けていること、その仕事が社会や地

域の中でどんな役割を果たしているかなどの話を聞き、将来の

自分自身の生き方や進路を見つけていくための方向性を考え

る、という授業が行われました。地域活動協働推進員の安孫子

真澄さんのコーディネートで さかいかんな氏、斎藤慎夫氏、

蜂谷靖氏 の 3名の方にお話をうかがいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

3月 11日（月）同窓会長 梅津克彦 様、副会長 伊藤正幸 様に来校いただき、同窓会入会式を行いま

した。令和 5年度卒業生 51名が高楯中学校同窓会に入会しました。 

  

会長 梅津様より 

「同窓会」とは、同じ学び舎を巣立った卒業生の会であり、同窓生同士の親睦、また母

校と後輩への支援を目的に組織されている団体であること。同窓会は本校開校以来連綿

と続く、先輩から皆さんに繋がる「縦の糸」である。そしてこの学年は「横の糸」を。

中学生時代ともに学び、ともに頑張り、悩み苦しみ、そして喜びを分かち合ったことが

これからのベースになっていく。高楯中学校で学んだことを大切に、さらなる飛躍を！ 

 

山形市立高楯中学校 
学校だより 
令和６年 

 ３月１３日発行 
題字３年東海林幸奈 

  

将来は自分のしたい仕事をしたい

と思った。いろいろな仕事に目を向

けてみようと思った。 

将来について考えようと思った。自分が楽しいことにつなげるため

に仕事をしたい。働くのは「自分のため」という言葉に納得した。 

仕事を行う上で安全性や

コミュニケーション能力

が必要だとわかった。 

 
R5同窓会評議員の４名 

同窓会入会式 3.11  



「ムラサキキャベツ液」の実験 第３学年 
 ３月８日（金）日頃から身の回りの生活の中で、自然を見つめるきっかけにしてほしい、という願いを込め

て星川校長先生より、卒業を目前にした 3学年に中学校での最後の授業が行われました。 

     

ムラサキキャベツ液を作り、水溶液が酸性、中性、アルカリ性のどれであるか調べ写真に記録し、性質の判

定を行いました。水溶液の性質を、日常生活にどう生かしていくか、班ごとに実験の結果をタブレットで撮影

し、レポートを作成、考察を話し合う探究活動が繰り広げられました。 

   

４月の予定 
８日（月） 新任式、始業式、入学式  弁当 １５日（月） 学校休業日 

 ９日（火） 
いのち輝く安全の日 

生徒会入会式       弁当 
１８日（木） 

全国学力調査（国・数） 

PTA常任委員会 評議員会 

１０日（水） 部活動紹介        弁当 １９日（金） 避難訓練（火災） 

１１日（木） 学力検査・交通安全教室 ２６日（金） 部活動ミーティング 

１２日（金） 1年仮入部開始（26日まで） ２７日（土） ＰＴＡ総会 学年ＰＴＡ総会 弁当 

１３日（土） 市中駅伝大会 （生徒休業日） 
午後 PTA常任委員会 
   専門部会 学年部会 

３０日（木） 振替休日（２７日） 

 

 

保護者の皆様、地域の皆様、１年間ありがと 

うございました。今年度、皆様の温かいご支援 

のおかげで生徒たちは大きく成長することがで 

きました。コロナ禍明け、再起動の１年、地域 

の皆様に支えられ教育活動を進めることができ 

ました。 

令和６年度もよろしくお願いします。  

山形市立高楯中学校 校長 星 川 仁 一 

               教職員一同 

 

タブレットでの家庭学習を 

推奨しています 
～ＡＩ型ドリルソフト 

「Qubena（キュビナ）」～

家庭学習で Qubena（キュビナ）を使用す

ることを推奨しています。１・２年生全員

春休みにタブレットを持ち帰り、これまで

の学習の復習や、進級した学年の先取り学

習を行います。Qubena（キュビナ）の利

用頻度が高くなるほど、また習熟度が高く

なるほど学力向上につながる検証結果も報

告されています。ご家庭でもどのような学

習をしているか、見ていただけるとありが

たいです。 


